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名
 

 

１
７

日
、

ヘ
リ

荷
降

し
中

止
を

承
知

で
行

仙
宿

に
単

独
行

さ
れ

た
青

木
さ

ん
は

、
タ

イ
ヤ

チ
ェ

ー
ン

装
着

し
て

も
、

四
ノ

川
林

道
の

積
雪

が
多

く
て

進

め
ず

登
山

口
か

な
り

手
前

で
駐

車
。

積
雪

４
０

～
５

０
㎝

あ
り

、
新

雪
ラ

ッ

セ
ル

で
行

仙
宿

小
屋

迄
２

時
間

を
要

し
、

佐
田

ノ
辻

の
積

雪
は

約
７

０
㎝

あ

っ
た

と
の

報
告

が
あ

る
。
 

冬
用

タ
イ

ヤ
装

着
車

で
な

い
と

行
仙

宿
登

山
口

に
行

け
な

い
。

又
、

延
期

後
急

遽
の

平
日

荷
降

し
日

と
な

り
、
２

台
８

人
位

で
登

る
つ

も
り

で
い

た
が

、

有
難

い
事

に
冬

用
タ

イ
ヤ

装
着

車
の

方
の

参
加

に
よ

り
１

３
名

と
な

っ
た

。
 

浦
向

で
R
-4
2
5
に

入
る

と
、
大

峯
稜

線
は

白
く

な
っ

て
い

て
、
未

だ
か

な

り
残

雪
し

て
い

る
様

だ
。

カ
ナ

ウ
ナ

ギ
ト

ン
ネ

ル
を

抜
け

る
と

路
肩

に
雪

の

ブ
ロ

ッ
ク

が
あ

り
、

心
配

し
た

白
谷

ト
ン

ネ
ル

下
の

橋
か

ら
の

日
陰

の
上

り

坂
に

は
、

路
肩

に
雪

が
あ

る
が

路
面

は
略

乾
き

完
全

に
除

雪
さ

れ
て

い
た

。

お
そ

ら
く

白
谷

林
道

工
事

車
両

通
行

か
四

ノ
川

林
道

奥
で

の
間

伐
作

業
の

た

め
と

思
わ

れ
た

。
 

林
道

入
口

は
除

雪
さ

れ
て

い
た

が
、

進
む

に
つ

れ
轍

が
あ

る
が

、
車

底
が

触
れ

る
程

の
残

雪
が

あ
る

。
登

山
口

辺
り

か
ら

奥
は

、
ブ

ル
で

踏
み

固
め

ら

れ
た

雪
面

路
面

に
な

っ
て

い
た

。
登

山
口

手
前

に
は

既
に

村
吉

車
が

駐
車

。
 

今
回

積
雪

の
中

で
の

登
行

の
た

め
、

延
期

前
の

共
同

装
備

品
を

減
ら

し
、

混
合

燃
料
( １

Ｌ
; ３

缶
) 、

チ
ェ

ン
ソ

ー
( １

台
) 、

缶
ビ

ー
ル
( １

箱
) 、

水
( ２

Ｌ
; ６

本
) 、

箒
・

は
た

き
( 各

２
; 真

砂
氏

寄
贈
) 、
鳶

口
( １

; 湯
川

氏
寄
贈
) 、

か
ま
ど
・
煙
突
目
詰
材
( 赤
土
・
消
石
灰
) を

手
分

け
し

て
背
負

子
等

に
付

け
、

各
自

の
判
断

で
ス
パ

ッ
ツ

、
ア

イ
ゼ

ン
を

装
着
す

る
。
 

 
 

鉄
梯

子
階
段

を
登

る
と

、
表

面
が

ク
ラ
ス

ト
し

た
積

雪
１

５
～

２
０

㎝
、

浦
向

道
分
岐

か
ら

は
、
積

雪
３

０
～

４
０

㎝
と

な
り

、
踏

ん
だ
足
跡
( 青

木
氏

の
足
跡
？
) を
辿

り
な

が
ら

登
れ

る
の

で
多
少
楽

に
歩

行
出
来

る
。
 

第
二
ベ

ン
チ

に
は

、
村

吉
さ

ん
が
朝
食

・
休
憩

さ
れ

て
い

た
。
 

快
晴
無
風

、
こ
こ
ま

で
休
ま

ず
登

っ
て
来

る
と
う

っ
す

ら
と
汗

を
か

く
。
 

第
二
ベ

ン
チ

か
ら

上
は

、
日
当

り
も
良

い
が

、
そ

れ
で

も
１

０
～

１
５

㎝

あ
る

。
ベ

ン
チ

か
ら

上
の
杉

林
は

、
先
般

の
台
風

で
傾

い
て

い
た
杉

が
、

今

回
の

雪
の
重

み
で
更

に
倒

れ
込

ん
で

い
る

。
小

屋
下

の
補
給

路
は

、
吹

き
溜

ま
り

と
な

り
雪

が
多

い
。

行
者
堂

で
作

業
の
安

全
を
祈

る
。
 

小
屋
西
側

の
石
垣
横

を
通

る
大

峯
奥
駈

道
は

、
吹

き
溜
ま

り
と

な
っ

て
い



て
、
石
垣

上
か

ら
雪

面
斜

面
に

な
り

、
こ

ん
な
状
況

は
初

め
て

で
あ

る
。
 

 
気
温
氷
点

下
１

．
５
℃

。
小

屋
周

り
の

積
雪

２
０

～
３

０
㎝

で
、
吹

き
溜

ま
り

の
箇
所

は
更

に
多

い
。

男
子
便
所

の
奥

に
は

約
３

０
㎝

の
吹

き
溜
ま

り

に
な

っ
て

い
た

。
 

除
雪

に
必

要
な
ス
コ

ッ
プ

・
ジ
ョ
レ

ン
は

、
発
電
機

小
屋

前
を

除
雪

し
な

い
と
扉

が
開

か
な

い
。
発
電
機
室
内

は
約

１
０

㎝
吹

き
込

ん
で

い
た

。
早

く

着
い

た
者

か
ら

小
屋
周

り
の

除
雪

に
か

か
る

。
 

 
表

面
は
少

し
溶

け
て

ク
ラ
ス

ト
し

て
い

る
が

、
ス
コ

ッ
プ

で
掘

り
投
げ

る

と
、

そ
の

下
は
ス

ノ
ー
パ

ウ
ダ

ー
な

の
で
飛
び
散

り
体

に
振

り
か

か
る

。
 

湿
雪

で
無

い
の

で
軽

く
、
ジ
ョ
レ

ン
で
容
易

に
掻

き
寄
せ

ら
れ

る
。
ス
コ

ッ

プ
は

、
地

面
に

と
ど

く
迄
切

り
込

む
と

、
設
地

面
が
融

雪
し
凍

っ
て

い
る

の

で
、
粉

雪
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
の

大
き

な
ブ

ロ
ッ

ク
と

し
て

除
雪

で
き

る
。
 

 
 

全
員

が
揃

っ
た

時
点

で
、

ヘ
リ

荷
降

し
予
定

時
間

と
こ

れ
か

ら
の

作
業
内

容
と
分
担

を
打

合
す

る
。
児

嶋
さ

ん
; 屋

根
の

ソ
ー

ラ
ー
パ

ネ
ル

と
バ

ッ
テ

リ

ー
機
器

の
点
検

、
根

木
、
榎

本
、
山

上
、
畑

林
さ

ん
; 現

か
ま
ど

の
移
動
保
管

、

生
熊

さ
ん
; 物
置

小
屋
内

の
持
込
鉄
筋
置
場
整
理
・
発
電
機
試
運
転

、
大

江
さ

ん
; 小

屋
内

の
整
理

と
児

嶋
さ

ん
作
製

の
ロ
ケ

ッ
ト

・
ス

ト
ー

ブ
焚
付

け
。
 

こ
れ
以
外

の
人
達

は
、

ヘ
リ

荷
降

し
地

の
踏

み
固

め
、

小
屋

迄
の
運
搬
径

の
踏

み
固

め
・

除
雪

に
携

わ
る

。
運
搬

に
必

要
な

通
路

が
確
保

さ
れ

、
小

屋

周
り

を
除

雪
す

る
。

か
ま
ど

を
移
動
す

る
作

業
を
始

め
た

が
、

も
ろ

く
簡

単

に
崩

れ
て

し
ま

い
、
移
動
保
管

が
出
来

ず
壊
す

事
に

な
っ

た
。

児
嶋

さ
ん
発

電
バ

ル
ネ

と
バ

ッ
テ

リ
ー

を
連
結
す

る
機
器

に
不
具

合
が
見

つ
か

り
、
次

回

修
理
す

る
と

の
事

。
 

１
１

時
過
ぎ

に
東

大
阪
市

・
青

木
さ

ん
が

登
っ

て
来

ら
れ

、
電
源
㈱
関
係

者
が

登
山

口
に

着
き

、
予
定

よ
り
早

く
な

る
様

だ
と
伝
え

て
下

さ
る

。
 

１
１

時
半
過
ぎ

に
昼
食

。
缶

ビ
ー

ル
で

乾
杯

し
ょ
う

か
！

 
何

の
乾
杯

や
！

 
ヘ

リ
荷

上
前
祝

で
乾
杯
！

 
 

ロ
ケ

ッ
ト

・
ス

ト
ー

ブ
は

、
煙

い
煙

り
も
少

な
く

上
出
来

で
あ

る
。
簡

単

な
装
置

な
が

ら
そ

の
威
力

に
感

心
す

る
と

共
に
製

作
さ

れ
た

児
嶋

さ
ん

の
技

術
力

に
感
服
す

る
。
 

１
２

時
前

に
Ｊ
Ｐ
ハ

イ
テ

ッ
ク

の
作

業
員

３
名

が
小

屋
に

着
き

、
大
ハ

ン

マ
ー

を
後

日
拝
借

し
た

い
と

の
要
請

が
あ

り
、
沖
﨑

さ
ん
発
電
機
室

に
置

か

れ
て

い
る
場
所

を
案
内
す

る
。

登
山

口
で
昼
食
済

と
の
こ

と
コ

ー
ヒ

ー
で
休

憩
し

て
頂

く
。

作
業
員

の
無

線
交

信
か

ら
八
尾

か
ら
飛

ん
だ

ヘ
リ

は
、

２
１

世
紀

の
森

の
ヘ

リ
ポ

ー
ト

に
１

２
時

４
０
分
到

着
と

の
こ

と
。

そ
の

後
、

小

屋
東
側
窓

下
の

間
伐
丸
太

に
腰

を
掛

け
雑
談
す

る
。
風

が
さ
え
ぎ

ら
れ
陽
当

り
が
良

く
本
当

に
暖

か
い

。
こ

の
暖

か
さ

で
屋

根
の

雪
が
溶

け
て

、
音

を
立

て
て
落
ち

て
く

る
。
此
処

で
参

加
者

の
記
念
撮
影

。
 

荷
降

し
地
点
確
認
飛

行
に
飛
ぶ

時
間

と
な

り
、
尾

根
の

ヘ
リ

荷
降

し
地
点

で
待
機

。
積

雪
延

期
の
影
響

で
２
ｔ
吊

ヘ
リ

が
飛
ぶ

の
で

、
風

が
強

い
の

で



要
注
意

と
の
こ

と
。
エ

ー
・

・
２
ｔ
吊

ヘ
リ

、
荷

上
し

た
い
資
材

が
あ

っ
た

の
に

・
・

。
今

回
、

２
１
番
鉄
塔

の
補
修
資
材

と
新

宮
山

彦
Ｇ

の
混
載
資
材

の
荷

上
並
び

に
２

６
番

・
３

０
番
鉄
塔

で
作

業
を
終
え

た
残
材

な
ど

を
２

１

世
紀

の
森

に
荷

降
す

る
便

と
の

事
。
 

昨
年

、
行

仙
宿

に
着

い
て
判

っ
た

の
で

あ
る

が
、

小
屋

に
飲

料
水

、
非
常

食
缶
パ

ン
。

木
炭
等
担
ぎ

上
げ

た
後

、
２

１
番
鉄
塔

で
作

業
さ

れ
て

い
る

人

達
と

は
知

ら
ず

に
お
礼

も
言

わ
ず
「
雨

水
が
溝

と
な

っ
て
流

れ
、
補
給

路
に

土
砂

が
流

れ
込

む
様

に
な

っ
た

の
で

、
雨

水
を
分
散
す

る
よ
う

な
対
策
」

を

要
望
す

る
と

共
に
当

方
で

も
対
策

を
考
え

た
い

と
伝
え

て
い

た
。
こ

の
時

の

要
望

に
応
え

て
、

今
回
資
材

が
荷

上
さ

れ
た

の
で

、
電
源
開
発
㈱

の
迅
速

な

対
応

に
感
謝
申

し
上
げ

た
い

。
 

 
 

槍
ヶ
岳

・
地
蔵
岳
北
側

山
麓

を
通

り
、

２
２
番
鉄
塔

か
ら
西
側
植

林
帯

に

沿
っ

て
飛
び

、
小

屋
上

あ
た

り
で
旋

回
し

、
ヘ

リ
荷

降
し
地
点
( 踏

み
固

め
た

雪
面

に
目
印

の
ピ

ン
ク
テ

ー
プ

で
ク

ロ
ス
) の
確
認
飛

行
が

あ
る

。
 

１
５
分

程
待

つ
と
我
々

の
荷

を
吊

っ
た

ヘ
リ

が
、
次

第
に

大
き

く
見
え

、

旋
回

を
終
え

る
と

、
吊

荷
が
次

第
に
低

く
降

り
始

め
、

作
業
員

の
誘
導

で
ぴ

っ
た

り
指
定
地
点

に
荷

が
降

り
る

。
荷

を
切
離

し
、
高
度

を
上
げ

る
時

に
や

や
強

い
風
圧

が
あ

る
。
皆

で
モ

ッ
コ

を
結
束

し
た

ロ
ー
プ

、
上

の
プ

ル
ー
シ

ー
ト

を
外

し
、

小
屋

の
番

線
切

で
結
束
番

線
を
切
断

。
鉄
筋

は
物
置

小
屋

の

一
番
棚

下
、

セ
メ

ン
ト

４
袋
及
び

田
中

、
真

砂
さ

ん
設

計
の
棚

・
食

台
加

工

の
木
製
資
材

は
小

屋
内

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
１

０
個

は
小

屋
東
側
窓

下
に
皆

で
運
ぶ

。
大

江
さ

ん
寄
贈

の
か
ま
ど

は
、

４
人

で
運
ぶ

、
荷

降
し
資

材
５

３
０
㎏

は
、

２
５
分

で
運
搬

し
終
え

る
。
 

尚
、

田
中

・
真

砂
さ

ん
は

、
２

４
日

～
２

５
日

に
登

り
作

業
さ

れ
る

。
 

 
 

同
じ

大
き

さ
の

新
か
ま
ど

は
、

除
け

た
架

台
に
載
せ

る
と

、
煙
突

の
位
置

が
新

は
右
側

、
旧

は
左
側

に
あ

っ
た

の
で

、
室
外
へ
出
す

上
部
煙
突

と
ズ
レ

、

真
っ
直

ぐ
に
継
げ

な
い

。
煙
突

を
真

っ
直

ぐ
継

ぐ
に

は
、
エ

ル
ボ
煙
突

を
調

達
す

る
必

要
が

あ
る

、
こ

の
場

合
煙
突
掃

除
が

し
難

い
。

上
部
煙
突

に
合

わ

せ
て

か
ま
ど

を
移
動
す

る
と

、
新

た
に
架

台
を

作
る
必

要
が

あ
る

。
 

皆
で
相
談

の
上

、
か
ま
ど

を
流

し
台

か
ら
離

し
、
現
状

の
上
部
煙
突

と
繋



ぐ
事

に
な

り
、
レ

ン
ガ
等

を
積
重
ね

た
架

台
設
置

を
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。
 

Ｊ
Ｐ
ハ

イ
テ

ッ
ク

の
作

業
員

は
、
モ

ッ
コ

と
吊

荷
金
具
及
び

２
１
番
鉄
塔

の
雨

水
対
策
資
材

を
担

い
で

１
４

時
１

５
分

に
下

山
。
 

 
 

我
々

は
作

業
を
終
え
コ

ー
ヒ

ー
タ

イ
ム

。
村

吉
さ

ん
は

、
乾

・
佐
藤

さ
ん

不
参

加
の

た
め

、
自
発
的

に
コ

ー
ヒ

ー
担
当

だ
と
挽

い
た
コ

ー
ヒ

ー
・
フ
ィ

ル
タ

ー
等
持

参
し

て
頂

き
、
コ

ー
ヒ

ー
を

入
れ

て
下

さ
る

。
村

吉
さ

ん
は

、

当
Ｇ

が
管
理
す

る
持
経

・
平
治

・
行

仙
宿

の
非
常
食

は
、
定

期
的

に
一

人
で

点
検
補

充
し

て
下

さ
っ

て
い

る
。

大
江

さ
ん

、
児

嶋
さ

ん
、

田
中

・
真

砂
さ

ん
達

は
、
自
発
的

に
小

屋
内

の
使

い
勝

手
が
良

く
な

る
様

に
提
案

実
施

し
て

下
さ

る
。
こ

の
行
為

の
積

み
重
ね

が
、

行
者

・
登

山
者

が
利

用
し

、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の
活
動
評
価

を
上
げ
認

め
て
頂

く
事

に
な

り
、

本
当

に
有

難
い

こ
と

で
あ

る
。
 

明
日

、
笠
捨

山
に

登
る

た
め

に
宿
泊

さ
れ

る
青

木
さ

ん
を

残
し

下
山
す

る
。
 

雪
深

い
路

肩
に

駐
車

し
た

前
輪
駆
動

の
川
島

車
は

、
空

回
り

し
て
動

か
な

い
、

５
人

位
で
押

し
て
貰

っ
て

踏
み

固
め

ら
れ

た
林

道
へ
戻

れ
る

。
 

踏
ま

れ
て

い
な

い
転

回
地
点

に
駐

車
し

た
沖
﨑

車
は

、
四
輪
駆
動

で
あ

り

問
題

な
く
動

く
と

思
っ

た
が

、
や

は
り
空

回
り

し
て
動

か
な

い
。
押
す

が
重

い
の

で
動

か
な

い
。

進
む

方
向
側

の
タ

イ
ヤ

下
を

除
雪

し
て
押

し
て

林
道

に

戻
れ

る
。

駐
車

し
て

い
る

間
に

車
体

の
重

み
で

タ
イ

ヤ
下

の
雪

が
溶

け
て

、

雪
の

車
止

め
状
態

に
な

り
、
動

け
な

く
な

っ
た

と
思

わ
れ

る
。
 

今
回

大
勢
居

た
か

ら
押

し
て
貰
え

、
ま

た
除

雪
道
具

を
携

行
し

て
い

た
か

ら
動

か
す

事
が
出
来

た
。

雪
道
走

行
に

は
、

冬
用

タ
イ

ヤ
装

着
し

て
い

て
も

タ
イ

ヤ
チ

ェ
ー

ン
、

除
雪

道
具

、
ジ
ャ
ツ
キ
使

用
時

に
路

面
が
沈

み
込

を
防

ぐ
厚
板

は
、

車
に
準

備
・
携

行
す

る
事

の
必

要
性

を
再
認
識

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
コ

ー
ス

タ
イ

ム
コ

ー
ス
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イ

ム
コ

ー
ス
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ス
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イ
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新

宮
7
:0
0
→
7
:5
5
小
阪
→
8
:5
0
行

仙
宿

登
山

口
9
:1
5
→
1
0
:2
5
行

仙
宿

( 小
屋
周

辺
及
び

ヘ
リ
ポ

ー
ト
地

の
除

雪
・
踏

み
固

め
な
ど
) →

1
1
:4
0
昼
食

・

休
憩

1
3
:0
0
→
1
3
:2
5
ヘ

リ
荷

降
し
地
確
認
飛

行
→
1
3
:4
0
ヘ

リ
荷

降
し
・
運

搬
1
4
:0
5
→
( 下

山
前

の
休
憩

と
下

山
準

備
) 行

仙
宿

1
5
:0
0
→
1
5
:4
0
登

山
口

1
5
:5
0
→
1
7
:4
0
新

宮
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
( 川
島
記
) 


